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看護を含む保健医療福祉分野における研究の多くは、原因と結果の因果関係を明らかにすることを
目的とします。因果関係を評価する代表的な研究手法は無作為化比較試験などの実験研究ですが
分野によっては実施が難しいこともあります。近年では、観察研究を実験研究に近づけ
因果関係を可能な限り適切に推定する「因果推論」の考え方が普及してきました。
本セミナーでは因果推論の基本的な考え方、交絡の調整方法、DAG（Directed Acyclic Graphs：
有向非巡回グラフ）を用いた変数選択法について学びます。さらに、第一線で活躍されている
看護系研究者の方々から、研究の実例をご紹介いただきます。
因果推論を学ぶことで、因果関係の検討を目的としない、その他の量的研究における変数選択に
ついても、理解を深めていただけると思います。

日本看護科学学会会員
学 生（基礎教育課程の方）

受 講 料 :無料
非会員 2,200円 (税込)

開会挨拶 吉永尚紀 宮崎大学医学部看護学科 教授

講演 1
「因果推論の基礎とＤＡＧを用いた変数選択」

講師：佐藤俊太郎 長崎大学病院 臨床研究センター 講師

研
究
事
例

講演2-1
「説明モデルと予測モデルを用いた研究の実例」

講師：河野あゆみ 大阪公立大学 看護学部地域包括ケア科学教授

講演2-2
「プロペンシティスコアを用いた研究の実例」

講師：佐藤一樹 名古屋大学 大学院医学系研究科総合保健学専攻 看護科学 教授

講演2-3
「リアルワールドデータを用いた研究における変数選択」

講師：森岡典子
東京医科歯科大学 大学院保健衛生学研究科 看護先進科学専攻
基盤看護開発学講座 准教授

総合討論

エピローグ 落合亮太 筑波大学医学医療系 教授

2 0 2 4 年 ９月15日（日） 13:00~15:30

変数選択の考え方を知ろう！
因果推論のすすめ

【主催】公益社団法人日本看護科学学会
https://www.jans.or.jp/

ウェブページから

お申込みください。

開催趣旨

プログラム



佐藤 一樹 名古屋大学 大学院医学系研究科 総合保健学専攻 看護科学 教授

2002年東京大学医学部健康科学・看護学科卒業後、2010年同大学院医学系
研究科健康科学・看護学専攻修了。博士（保健学）。国立がんセンター
中央病院看護師、東北大学大学院医学系研究科看護学専攻助教、
名古屋大学大学院医学系研究科看護学専攻准教授を経て、2022年より現職。
専門は、緩和ケア看護学、がん看護学、成人看護学。
日本緩和医療学会理事。Palliative Care Research誌EiC。日本緩和医療学会
学術大会最優秀演題賞（2011, 2015, 2017, 2022, 2023）など受賞多数。

森岡 典子 東京医科歯科大学大学院 保健衛生学研究科 ヘルスサービスリサーチ看護学 准教授

2006年に聖路加看護大学（現：聖路加国際大学）看護学部を卒業後、
聖路加国際病院での看護師経験を経て、東京大学大学院公共健康医学専攻にて
2010年に公衆衛生学修士（MPH）取得。その後、日本看護協会医療政策部にて
医療制度専門職として診療報酬改定等、看護政策に携わる。2013年より
東京大学大学院社会医学専攻博士課程に入学し、2017年医学博士取得。
2017年に東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科に着任、特任助教、助教、
講師を経て、2023年4月より現職。

本セミナーは看護基礎教育課程（大学、短期大学、専門学校等）に在籍する学生の皆さんも“無料”で
聴講できます！最新の研究をのぞき、ワクワクする研究のテーマやヒントを見つけてみてください。

看護学の研究
コミュニティを
のぞいてみたい！

学部時代から研究に
意欲的に取り組んで
みたい！

社会をよりよくして
いくことに貢献して
いる看護学の研究
を知りたい！

将来、看護学
の研究者を
目指したい！

こんな学生の皆様におすすめします！

第24回 JANSセミナー

変数選択の考え方を知ろう！因果推論のすすめ

専門は生物統計学と疫学、特に方法論。久留米大学で医学バイオ統計学の
博士号を取得。臨床研究の主に統計や研究デザインに関する相談を
年間100件以上、10年間続けている。SNSでも生物統計学や疫学についての
情報発信をしている。
疫学の教科書の金字塔である『Modern epidemiology』を『現代疫学』として
翻訳した。

佐藤 俊太朗 長崎大学病院臨床研究センター 講師

千葉大学看護学部卒業、病院看護師、保健師勤務の後、
1999年 東京大学大学院医学系研究科博士後期課程修了（地域看護学教室）

保健学博士取得
1999年 東京医科歯科大学医学部保健衛生学科地域保健看護学講師
2002年 UCLA医学部(Sepulveda VAMC､GRECC)客員研究員
2005年 大阪府立大学看護学部在宅看護学助教授
2006年 大阪市立大学医学部看護学科在宅看護学教授
2022年 大学統合により、大阪公立大学看護学部地域包括ケア科学分野教授 現在に至る。
主な研究テーマ：高齢者のフレイル、地域見守り など
2009年以降、修士課程修了生17名、博士課程修了生9名の研究指導を行った。

河野 あゆみ 大阪公立大学 看護学部地域包括ケア科学 教授

講師紹介


